
2010年 8月 23日
独立行政法人海洋研究開発機構

「東海・東南海・南海地震の連動性評価研究」中間報告会
～次の地震はどうなるのか、最新の研究と防災への活用～

の開催について

独立行政法人海洋研究開発機構（理事長 加藤 康宏）は、平成20年度から5カ年計画で文部
科学省より「東海・東南海・南海地震の連動性評価研究」（※）の委託を受け、今後発生が危惧さ
れている南海トラフ巨大地震（東海、東南海、南海地震）の発生規模、連動間隔等の高精度評価
を目的とした研究を行っています。本年度はその中間年であることから、中間報告会を下記のと
おり開催しますので、お知らせいたします。

今回の中間報告会は、再来が危惧される東海・東南海・南海地震について、調査観測研究な
らびにシミュレーション研究分野の最新の成果を基に、その姿に迫るとともに、今後の防災対策
に関する議論を行います。

報告会では、3つのパネルディスカッション「地震調査観測研究」、「地震発生シミュレーション
研究」及び「防災研究」を通じて、最新研究成果の連携および今後の課題を議論し、今後の防
災・減災に総合的に活用されることを目的としています。

記

1．日時 ：平成22年9月16日（木）12：00～18：00
2．会場 ：中電ホール（名古屋市東区東新町1番地）別紙1
3．入場無料
4．主催 ：文部科学省、独立行政法人海洋研究開発機構、東京大学

大学院情報学環
5．後援 ：愛知県、名古屋大学
6．プログラム：別紙2

※「東海･東南海･南海地震の連動性評価研究」（文部科学省委託事業）
甚大な被害が推定されている南海トラフ巨大地震の連動性評価を目的として、文部科学省が

平成20年度～平成24年度の5ヵ年計画で実施するプロジェクトです。
独立行政法人海洋研究開発機構を研究代表機関とするサブプロジェクト1では、想定震源域の
詳細構造、地殻活動等の調査観測を実施し、地殻活動モデルおよび媒質モデルを構築しま
す。また、連動性評価の高度化を目的として、過去の地殻変動評価、地震津波履歴の解析と
データベースの構築、シミュレーション研究の高度化、連動条件評価ならびに地震サイクルシ
ミュレーションの開発等を行います（その他の参加機関：京都大学、東京大学、東北大学、名
古屋大学、高知大学、独立行政法人防災科学技術研究所）。
東京大学を研究代表機関とするサブプロジェクト2では、地震動及び津波の高精度予測ととも

に、地震・津波ハザードに基づくリスクマネージメント策定の研究等を進めます（その他の参加機
関：名古屋大学、東北大学、京都大学、独立行政法人海洋研究開発機構）。
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会場地図



地下鉄東山線「栄 駅」5番出口から東へ徒歩約5分
地下鉄桜通線「高岳駅」4番出口から南へ徒歩約8分
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「東海・東南海・南海地震の連動性評価研究」中間報告会
～次の地震はどうなるのか、最新の研究と防災への活用～

プログラム

時間 タイトル 講演者・パネリスト

12：00-12：45 ポスターセッショ
ン、展示

 

13：00-13：10 開会挨拶 文部科学省、愛知県
13：10-13：20 プロジェクト概要

説明
「東海・東南海・
南海地震への備
え－現状と課題
－」

金田 義行（海洋研究開発機構）

13：20-14：35 第1部前半
パネルディスカッ
ション
「南海トラフ巨大
地震震源域の新
知見－何が明ら
かになり、今後
何を明らかにす
るのか？－」

パネリスト
古村 孝志（東京大学：進行）
小平 秀一（海洋研究開発機構）
岡村 眞（高知大学）
篠原 雅尚（東京大学）
汐見 勝彦（防災科学技術研究所）

（14：35-14：45） （休憩）  
14：45-15：55 第1部後半

パネルディスカッ
ション

パネリスト
平原和朗（京都大学：進行）
鷺谷　威（名古屋大学）



「20年後に向け
た予測精度向上
のロードマップ－
予測研究の現状
と展望－」

堀　高峰（海洋研究開発機構）
加藤尚之（東京大学）
鳥海光弘（東京大学）

（15：55-16：10） （休憩）  
  第2部

「今後の防災課
題－研究成果の
防災施策への活
用（備えの点検）
－」

 

16：10-16：20 防災分野プロジ
ェクト概要説明

古村 孝志（東京大学）

16：20-17：50 パネルディスカッ
ション

パネリスト
福和 伸夫（名古屋大学：進行）
牧 紀男（京都大学）
金田 義行（海洋研究開発機構）
越智 繁雄（内閣府）
中野 秀秋（愛知県防災局）
服部 邦男（中部電力）
中川 和之（時事通信）

17：50-18：00 閉会挨拶 海洋研究開発機構

リーフレット[PDF：717KB]

お問い合わせ先：
独立行政法人海洋研究開発機構
（報告会について）

地震津波・防災研究プロジェクト　研究企画グループ
グループリーダー　中山　敦志　

（報道担当）

https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/20100823_2/poster.pdf
https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/20100823_2/poster.pdf
https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/20100823_2/poster.pdf


経営企画室　報道室長　中村　亘　


